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公益財団法人仙台市医療センター仙台オープン病院　地域医療連携室

〒983ー0824 仙台市宮城野区鶴ヶ谷５丁目22ー1
TEL:022ー252ー1111（代表）FAX:022ー252ー1126（連携室直通）
URL:http://www.openhp.or.jp  e-mail:renkei@openhp.or.jp

【仙台オープン病院 理念】
思いやりのある心で信頼される優れた医療を提供します。
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　法医学は「医学的解
明助言を必要とする法
律上の案件・事項につ
いて、科学的で公正な
医学的判断を下すこと
によって、個人の基本
的人権の擁護、社会の

安全、福祉の維持に寄与することを目的とする医
学」と定義され、医学の分野では社会医学に分類さ
れる学問です。実務としては、これまで法医解剖によ
る鑑定が中心でしたが、近年は多方面から、傷害や
殺人未遂、子ども虐待、交通外傷、保険請求、医療過
誤などについての鑑定や医学的助言・判断が求めら
れる機会が増えています。最近では、新型コロナウ
イルス感染やワクチン副反応についての鑑定も増
加し、業務の量が増加している状態にあります。
　新型コロナウイルスも2022年に入ってオミクロ
ン株による感染が主流となって軽症で経過する人が
多くなったことから、自宅や療養先での急死として
法医解剖となる事例も増えています。また、ワクチン
接種率の上昇とともに、ワクチン副反応疑いの解剖

仙台オープン病院　登録医会秋季勉強会

やワクチンとの関連について判断を求められる事例
も増えています。ワクチン副反応疑いでは、心筋炎
や高体温などを呈する事例が多く、心筋炎では一般
的なウイルス性心筋炎とは異なる病理所見が認め
られ、高体温ではサイトカインストームとの関連など
が報告されていますが、いずれも現時点ではワクチ
ンの副反応と確定できていない状況にあります。
　このように、多方面からの鑑定や医学的助言の依
頼が急増していることで、法医業務が逼迫され、法
医学者単独で対応することが困難な状況になりつ
つあります。さらに、令和６年から施行される改正児
童福祉法では、「専門家は鑑定に応じるよう努めなく
てはいけない」と鑑定に対する努力義務が明記さ
れ、今後もさらに依頼の増加が見込まれます。そこ
で今回、臨床の現場で診療に従事されている先生に
もぜひ鑑定業務に参加いただければと提案いたし
ます。臨床医学の様々な分野からの鑑定が進むこと
で、法医学者の負担軽減となるだけでなく、知見の
蓄積によって精度の高い判断がくだされて、社会に
多大な貢献をもたらすことが期待されます。鑑定の
際には、医学的整合性と客観性の高い理論を前提

　令和4年9月29日(木) Zoomウェビナーと併用したハイブリッド形式の登録医会秋季勉強会がホテル
メトロポリタン仙台で開催されました。
東北医科薬科大学法医学教室　教授　高木徹也先生を講師にお招きして「鑑定のススメ ━新型コロナ

ウイルス関連死判断の困難さ━」についてお話をいただきました。
　高木先生のユーモア溢れるお話しで会場は盛り上がり盛況のうちに会を終えることが出来ました。

（地域医療連携室）

令和 4年 9月 29 日（木）令和 4年 9月 29 日（木）
（ホテルメトロポリタン仙台）（ホテルメトロポリタン仙台）
令和 4年 9月 29 日（木）

（ホテルメトロポリタン仙台）

東北医科薬科大学医学部法医学教室　教授 高木　徹也
鑑定のススメ　― 新型コロナウイルス関連死判断の困難さ ―
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に、これまでの各先生の経験などをもとに判断を行
うだけで十分です。日常の診療業務にご負担となら
ない程度で構いませんので、各先生の知見を存分
に発揮していただければ幸いです。ご不明な点が
あれば、法医学の立場から支援いたしますので、何
卒よろしくお願い申し上げます。

　仙台市泉区の八乙女で開業しております阿部
薫夫と申します。
　当クリニックは平成 5 年 11 月から開院して
おりますが、平成 27 年 4 月から先代の院長 :
康之から継承させていただいております。縁
あって、現在私はオープン病院登録医幹事をさ
せて頂いておりますが、コロナ禍で病院行事も
制限されており皆様と直接お会いする機会も少
ない状況です。この場をお借りして、あらため
まして宜しくお願い致します。
　私は平成 8 年から仙台市立病院で初期研修、
その後東北大学第二外科へ入局後は食道外科医
として外科畑を歩んで参りました。食道外科は
頚胸腹の３領域にメスを入れるため、手術自体
が大侵襲です。術後も循環・呼吸等の全身管理
が必須であり、大学や勤務医時代はまさに
「24 時間戦えますか？」の世界を過ごしてお
りました。今となっては、こうした外科医とし
ての経験が現在の開業医の素地として図らずも
役立っているものと考えております。

　当時は医局の関連病院の関係で、私自身は
オープン病院外科での勤務経験はございません
でしたが、父が当クリニック開業まで鶴ケ谷
オープン病院時代から心臓血管外科医・救急セ
ンター長として長く勤務していたことや、開業
後父が 2 度にわたり倒れたことがありました
が、その都度オープン病院の先生方にも診療応
援をいただいたこと、また私が正式に当クリ
ニックを継承する前には、循環器内科・臨床検
査室で心エコー中心の研修させて頂いたことも
あり、父から長きにわたって大変お世話になっ
ております。
　我々登録医は「何かの際にはオープン病院が
ある…」という心の安心感のもと日々診療して
おりますが、このことは実は我々の安心感では
なく、患者様の命を守る信頼感であり、患者様
にとっての安心感なのだと思います。
　患者様紹介の際に丁寧な対応・診療頂いてい
ることへの感謝を申し上げ、今後も地域医療の
砦として存在頂きますようお願い致します。
　これからも宜しくお願い致します！

登録医の声

仙台北クリニック 院長 阿部 薫夫 先生

〒981-3135
仙台市泉区八乙女中央5-11-11
院長　阿部薫夫

仙台北クリニック

紹介患者さんの受診予約のご案内
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お知らせ　登録医の先生方へ

年末年始の連携室業務について
　地域医療連携室では、令和4年12月29日(木)から令和5年1月3日(火)は年末年始のため地域医療
連携室業務をお休みさせていただきます。

　登録医の先生方には、大変ご迷惑とご不便をおかけいたしますが、何卒ご理解とご協力をお願い
いたします。

紹介患者さんの受診予約のご案内紹介患者さんの受診予約のご案内紹介患者さんの受診予約のご案内

◆ 外来診察・検査予約手順 ◆◆ 外来診察・検査予約手順 ◆◆ 外来診察・検査予約手順 ◆
当院では患者さんの待ち時間軽減とスムーズな診療のため、下記の手順により事前の予約申し込みを承って

おります。

※土曜日は祝日等の関係によりお休みをいただく場合がございます。

＊患者さんからのお電話によるご予約受付は行っておりません。
＊救急の患者さんの紹介は…

へご連絡ください。

◆◆ オープンネットでのご予約についてオープンネットでのご予約について ◆◆◆ オープンネットでのご予約について ◆
　オープンネットとは、インターネット端末から診察・検査予約ができるシステムです。

ご利用は登録医の先生方に限ります。また、インターネット端末への設定が必要と
なりますので、ご希望の場合は地域医療連携室へお問い合わせください。

曜日・時間に関係なく、いつでも予約を取ることが出来ます。

ご 予 約 受 付 時 間 （平日）　8：30　～　18：00
　　　　　　　　 00：31～00：9）土（※
代 表 番 号
（登録医予約専用）

③紹介状・検査申込書

紹介医療機関
① 電 話

④ 受 診

② ご予約受付のお知らせ

地域医療連携室

患者さん 仙台オープン病院
※紹介状を持たずに
受診されますと、初
診時特定療養費をい
ただくことになります
のでご注意ください。
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仙台オープン病院外来診療スケジュール

先生方からご紹介いただく患者さんは毎日受付しております。救急センターは24時間受け入れしております。

 受付時間  午前8時30分～午前11時※乳腺外来は休診いたします。

● 検査 ･入院などのご予約について ････総合サポートセンター

● 緊急な患者さんをご依頼の場合 ･････救急センター

● 編集委員　伊藤　啓、　武沢　弘輝、　大原　麻子、　後藤　圭佑、　丹野　寛子、　丹野　璃紗、　峠　淳子、　水間　吉則　

代　表　番　号 TEL 022－252－1111    FAX 022－252－1126
（登録医予約専用） TEL 022－252－5755    FAX 022－252－1126
※登録医予約専用ダイヤルは平日18:00まで、土曜日9:00～ 13:00

※診察・検査につきましては事前に予約されている場合でも、当日の外来状況により待ち時間が発生することがございます。
　何卒、ご理解、ご了承願います。

URL http://www.openhp.or.jp     E-mail renkei@openhp.or.jp
TEL 022－252－0100    FAX 022－252－0264 ( 救急受付直通 )

 令和 4年 1 2月 1日より

月 火 水 木 金

消化管
・
肝胆膵
内　科

消化管 清　水　　　孟 原　田　喜　博 嶋　田　奉　広
駒　林　大　智 大　平　哲　也 山　形　　拓

肝胆膵 伊　藤　　　啓
楠　瀨　寛　顕

菅　野　良　秀
小　堺　史　郷

與那嶺　圭　輔
宮　本　和　明

越　田　真　介
酒　井　利　隆

小　川　貴　央
岡　野　春　香

循環器内科
牛　込　亮　一
野　田　一　樹

(新患担当）

浪　打　成　人
野　田　一　樹
瀧　井　　　暢

(新患担当）

谷　田　篤　史
尾　形　　　剛

(新患担当）

瀧　井　　　暢
砂　村　慎一郎
浪　打　成　人

(新患担当）

谷　田　篤　史
砂　村　慎一郎
（新患担当）

呼吸器内科 飯　島　秀　弥
進　藤　百合子
洞　口　　　亮

（第２、４）
飯　島　秀　弥 進　藤　百合子

消化器外科
一 般 外 科

阿　部　友　哉
橘　　　知　睦

岡　田　恭　穂
有　明　恭　平

土　屋　　　誉
土　屋　朗　之 柹　田　徹　也 及　川　昌　也

赤　澤　直　也

心臓血管外科
呼吸器外科

吉　田　聖二郎
(午前9時～11時 ) 茂　泉　善　政

吉　田　聖二郎
(午前9時～12時 )
新　田　能　郎
(午後1時～3時30分 )

緩和ケア
入棟相談 進　藤　百合子

化学療法科
東北大学病院
高橋雅信 /西條憲
(第1､3､5)　/　( 第 2､4)

東北大学病院
小峰啓吾 /笠原佑記
(第1､3､5)　/ ( 第 2､ 4)

スキンケア外来
（予約制）

担当チーム
(午後1時～ )

令和 4年 9月 29 日（木）
（ホテルメトロポリタン仙台）
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